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The language transfer between Korean and Japanese, which resulted from the contact of
these two languages in the colonial period, brought about various intriguing linguistic
phenomena in the expressions and structures of these languages. The aim of this paper was
to clarify the type of linguistic phenomena in the colonial period through grasping their
aspects observed in the use of bilingualism in the text of Korean literature with novels and
the Korean-Japanese of that period as its database.
It is found that vocabulary describing Japanese culture and things peculiar to Japan
represented most of the use of Japanese at word level along with professional terminology.
As for Japanese vocabulary whose frequency was high in the text, it could be possibly used
by applying Korean word form or written and read in the Korean reading.
In ‘−hada verbalization（－hada用言化）, in which Japanese vocabulary was used as
declinable words with ‘−hada’, it was found that the part of the Japanese vocabulary which
represented meaning, functioned as noun, with ‘−hada’ taking on grammatical function.
Even without knowledge of Japanese grammar people could communicate comfortably
replacing unknown Japanese vocabulary with familiar Korean vocabulary and form. It could
be inferred from this that the acquisition of Japanese by Korean people in the colonial period
was based on the structure of Korean language.
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1．はじめに
1.1．研究目的
植民地時代（1910年～1945年）朝鮮では支配者の言語である日本語と、朝鮮固有の言語であ
る朝鮮語が相互に対立しながら共存していた。総督府は1911年8月第一次朝鮮教育令を公布し、
基礎教育にとっての国語（日本語）の重要性を強調し、国語（日本語）の授業時間はこの時期既
に授業時間全体の40％を超えていた。1922年2月の第二次教育令では、‘国語（日本語）を常用
する者’と‘国語（日本語）を常用しない者’を区別する教育政策を立て、1938年3月の第三次教
育令では、国語（日本語）によって植民地社会を全面的に統合することを目標とし、植民地朝鮮
における‘国語（日本語）の普及’政策を立てるなど、日本語と朝鮮語が並存する状況ではなく、
日本語の単一化を目指した社会を目標とし1、日本語が公的生活全体を支配する国語として位置
付けられることとなった。
このような言語政策によって、朝鮮で日本語を学び、日常生活に日本語を使うことは余儀なく
され、日本語と朝鮮語の接触による朝鮮人の言語生活は、単に朝鮮語使用から日本語使用への一
方向的な移行や大量の借用語形成といったものではなく、二重言語使用者となり、両言語の表現
と文法に様々な興味深い、一方では深刻な変貌が生じた。
そのため、本稿では、植民地時代に書かれた朝鮮文学作品を資料として用いて、どのような二
重言語使用が行われていたのか調べることにする。その際に日本語・朝鮮語の二重言語使用者で
ある在日朝鮮人2 1世・2世・3世の二重言語使用の様相とも比較を行い、植民地時代の二重言語
使用にどのような傾向と特徴が見られるのか試みる。
1.2．二重言語使用の背景と事情
「二重言語使用」については研究者の間でも様々な定義がある。亀井孝・河野六郎・千野栄一
編著（1996:1035）によると、「ある人間ないし人間集団が2つの言語を使用すること、ないしそ
の能力」を二重言語使用と言う。都恩珍（2000:19-20）では、Bloomfield（1933）による狭義
の定義で「2つの言語を母語話者のようにコントロールできること」と、Haugen（1953）によ
1 鄭百秀（2000:18-20）、森田芳夫（1987:87-139）参照。
2 本稿では在日朝鮮人を韓国籍・朝鮮籍を持つ人の総称として用いる。
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る広義の定義で「ある言語の話し手がもう一つの言語で完結し、かつ有意味である発話が出来る
時点」などを挙げている。ジャック・リチャーズ他（1988:38）では、「個人あるいは特定の地
域、国家の住民のような話し手の集団が、二言語（以上）を使用すること」と定義している。
本稿では、以上の定義をまとめて、二重言語使用（bilingualism）を「二つの言語が時と場合
に応じて使用できること」と定義し、二重言語使用者（bilingual）を「二つの言語が時と場合に
応じて使い分けられる人」と定義する。
植民地時代の朝鮮人作家は殆んど高等教育を受けており、その高等教育が朝鮮でも日本語で行
われたため、日本語は正式な教育を通じて習得し、さらに、日本留学を経験した作家も多く、日
本留学時代に日本語で習作を書き、処女作を日本語で書いた作家も稀なことではない。朝鮮の近
代文学の代表者とも呼ばれる李光洙（イ・クァンス）という作家は、2次留学の時日本語で処女
作『愛か』を書き、金東仁（キム・トンイン）は『病床』を書いた。しかし、小説は日本語で書
きながら日記は朝鮮語で書いたという李光洙の告白と、自分自身との対話には朝鮮語を用いる一
方、友人達との会話は日本語でしなければならなく、小説創作の時最も悩んでいたのが語彙の選
択の問題であったという金東仁の告白は、当時の朝鮮人作家の二重言語使用がどのような状況で
あったのか窺うことができる。
二重言語使用には必ず言語選択の問題が関わってくる。しかし、その選択は単純な個人の言語
実力によるものではなく、個人的な価値観や認識によるものから、社会的な要因が関与している。
二重言語使用には、それが実現されるための背景、あるいは、領域が存在している。その領域と
しては、職場や学校、あるいは、公共機関、教会、家庭などが挙げられるが、その領域の中には、
例えば、先生と生徒、支配者と被支配者、友人同士などの役割関係があり、会話に参加する者は、
その両者間に存在する役割関係を常に認識しながら会話に臨まなければならない3と言える。
小説の中で二重言語が使われる際にも領域と役割関係は存在し、作家は小説を書く際にも常に
領域と役割関係を意識しながら書かなければならない。しかし、小説には小説の中における登場
人物が発話を交わす領域だけではなく、それらの発話の総体を作品として読む読者によって存在
する領域という2つの領域が存在して、二重構造の言語構造が想定されている。そのため、小説
は単純な作家個人の言語運営によって書かれたものではなく、小説を読む読者も想定して書いた
ものとして、2つの言語場における領域と役割関係を常に意識しながら書いたものと言える。す
3 J・フィシュマン（1974）参照。
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るなら、小説の中で運営されている二重言語使用は当時の言語生活を現している重要な資料とも
言え、どのような領域と役割関係によって二重言語が使用されているのかを調べることは、当時
の言語生活を窺うに充分価値がある作業だと思われる。
しかし、文献資料を通じた調査では、当時朝鮮社会で現実に話されていたことばを仮想現実の
中でだけみるおそれがあるため、同じく日本語と朝鮮語の二重言語使用者である在日朝鮮人との
比較を通じて現実性の不足を補い、植民地時代の二重言語使用の傾向と特徴について考察するこ
とにする。
在日朝鮮人は、一般的に日本の朝鮮における植民地支配をきっかけとした強制連行、出稼ぎな
どで来日した人たちとその孫を言うが、在日朝鮮人1世は言語形成期を朝鮮で過ごし、既に朝鮮
語の体系が完成した年齢で来日し、日本語も正式な学習の経験はなく、生活のために自然習得し
た人たちである。在日朝鮮人2世・3世は日本生まれで、日本語を母語としているが、家庭内で1
世を中心にする家庭や地域社会を媒介として民族教育や帰属意識とともに朝鮮語を身につけた人
たちとして、世代によって日本語と朝鮮語のレベルが異なり、段々モノリンガル化していくのが
現実である。そのため、植民地時代の朝鮮人と在日朝鮮人の二重言語使用は異なる可能性がある
と言えるが、在日朝鮮人1世・2世の二重言語使用も植民地時代からの影響により行われたもの
であり、在日朝鮮人3世も家庭内での言語生活に大きな影響を受け、今現在も狭い範囲であるが
二重言語使用者としてコミュニケーションをしているため、二重言語使用の様相を把握するには
充分な比較価値がある言語集団であると思われる。
本稿では、植民地時代の二重言語使用の用例を小説を用いて分析し、二重言語使用者である在
日朝鮮人1世・2世・3世の二重言語使用の様相を調査した黄鎭杰（1994）、金靜子（1994）、金美
善（1998）、都恩珍（2000）、郭銀心（2005）のデータを比較資料として用いて、植民地時代の
二重言語使用の様相について考察する。
二重言語使用の範囲は、最も多く見られる単語レベルにおける二重言語使用と、「－ （hada）
用言化」における二重言語使用とする。
2．単語レベルにおける二重言語使用の様相
本章では、拙稿（2008）で調べた単語レベルにおける日本語使用のデータをもとに4、在日朝
4 詳しい内容に関しては拙稿（2008）を参照されたい。
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鮮人の単語レベルにおける二重言語使用の様相と比較を行い、植民地時代の単語レベルにおける
二重言語使用にどのような傾向と特徴が見られるのか考察する。
2.1．品詞別分布の使用様相
まず、単語レベルにおける品詞別分布を通じてどのような語彙に二重言語が使われていたのか
調べることにする。その際に在日朝鮮人とも比較を行うことによって、どのような差異と特徴が
見られるのか試みる。
植民地時代にわたって最も長期間発行された雑誌『開闢』（1920年～1935年）を用いて日本語
語彙の品詞別分布を調べた結果、名詞が1650語で、全体の88.61％を占め、その次は動詞、感動
詞、形容動詞、形容詞の順で占められていたことが分かった。2番目に占めていた動詞が97語で、
全体の5.21％を占めていたことから、日本語使用の殆どが名詞であることが明らかになった。名
詞が最も多く使われた要因としては、動詞や形容詞、副詞などの場合、朝鮮語文法体系に合せて
活用することが容易でないため単独使用においては制限がある反面、名詞は単独で容易に使われ
るためだと思われる。
使われた名詞は、日本の文化や日本固有の事物を表す名詞が多くを占めるほか、代替可能な朝
鮮語語彙の使用が定着していない語彙も多く見られたため、このような語彙群は、日本の文化と
の接触と、日本式命名文化の流行の影響のため植民地時代に日常的に使われていた語彙であった
と考えられる。
黄鎭杰（1994）によると、在日朝鮮人1世と2世の朝鮮語使用の場合、在日1世には単語レベル
の使用だけではなく、句・節レベルの二重言語使用が同程度に見られ、文レベルの二重言語使用
も多少みられる反面、在日2世には単語レベルの使用が全体の98.5％を占め、世代差が現れると
述べた5。
しかし、使用された語彙においては朝鮮固有の親族呼称及び名称や、地名などの固有名詞、あ
るいは他の文構成要素からある程度独立した名詞類などの翻訳的な切り替えの傾向が強いことか
ら、在日朝鮮人が使った語彙の傾向には世代差がないことが分かり、在日朝鮮人の二重言語使用
が主に家庭や地域社会の中でしか使用されてないことを現していることと述べられる。
以上、単語レベルにおける品詞の分布が、名詞が最も多く占めていた点においては植民地時代
の朝鮮人と在日朝鮮人が同様であると言える。
5 黄鎭杰（1994）参照。
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一方、その語彙使用の傾向においても、植民地時代の朝鮮人においては日本の文化や日本固有
の事物を表す名詞、代替可能な朝鮮語語彙の使用が定着していない語彙、職業における専門用語
が多く占められ、在日朝鮮人においては朝鮮固有の親族呼称及び名称や地名、日本語に置き換え
にくい食べ物類、朝鮮特有の生活文化に密着した概念や事物の名前などが多く使われたことから、
使用された語彙の傾向が固有名詞的に使用されたり、借用語として使用されていたと言える。
しかし、語彙の認識においては、植民地時代の朝鮮人には日本語が日本固有のものだけではな
く、日本の先進文明とともに入ってきた専門用語が多く使われていたことから、日本語が先進文
明を表象する言語としても認識されていたと言え、在日朝鮮人にとっては朝鮮固有の親族呼称や
生活文化に関する語彙が多く使われていたことから、言語集団の帰属意識やアイデンティティー
とも深い関連性を持つ意味として認識されていたと言える。その結果、同じ単語レベルにおける
二重言語使用であり、傾向同様の語彙であってもその語彙について持っていた認識は異なってい
たと述べられる。
2.2．地名・人名の使用様相
植民地時代には日本式命名文化の広がりと流行のため日本式の地名・人名が多く使われていた
が、その地名と人名をどのように呼び、どのように認識しながら使っていたのか調べる。固有名
詞をどのように認識しながら使っていたのかは使用言語に関する認識とも強い関連性を持つ重要
な問題として、言語選択の問題とも関連付けて考えられるものと言える。
植民地時代は朝鮮の地名も徐々に日本式の地名に変わり、朝鮮の地域区分の名称も日本式に変
わっていったが、日本式に変わった朝鮮の地名について当時の人々がどのように考え、どのよう
に使っていたのか次の用例を通じてある程度窺い知ることができる。
その時はまだ京城は「町」や「丁目」や「通」という万古歴代に見たこともない
字を持った地名はなかった．今光化門通という所は「黄土峴」（ファントマル）
と言い、「黄金町」という所は銅峴（クリゲ）、茶屋町という所は上茶洞（ウッタ
バンゴウル）下茶洞（アレタバンゴウル）と言い、鍾路一丁目はセンジョンビョ
ンムン 鍾路四丁目はトンアン あるいは べオゲッビョンムン、明治町は明洞
であり、若草町は草洞であり、朝日町は會洞であり、長谷川町近傍は大公洞小公
洞であり、全部このように朝鮮人がつけた地名であった．新主人である日本人に
はその地名が不便なので「三坂通」や「義州通」「朝日町」「本町」のように全て
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日本式に直し、新主人が直すから旧主人も新名に呼ぶのが有識のようになり辛う
じて老婆と「ビョンムンの人達」の口を借りて旧時の地名が伝わるだけだ
（サントゥ生「京城の二十年間變遷」『開闢』6月号1924年 筆者訳）
安国洞で電車に乗り換えた．安国町ではあるが、今でも安国洞と言ってこそ道理
に適うように思う．この洞や里を、すっかり町に変えてしまうことに対しては、
少なからぬ不満を抱いている．このように、ビジネスの能率だけを最重要視して
文化を統制するのは、誤ったナチスの輸入だ．更に、我が城北洞を城北町のよう
に呼ぶとなると、「李主事」と呼ばなければならない目上の方を、「李さん」と呼
びながら顔をのぞき込むようなことと変わらない．こんな調子では、何年か後に
なったら、李哥とか、金哥とか、朴哥とか、鄭哥とか、なになに哥とかがみんな
ややこしいからと、市民の姓までも何とかして統制しようとするかも知れない
（李泰俊「つゆ」『朝光』10月号1936年 筆者訳）
上の用例を通じて朝鮮の行政区域が日本式に変わり、日本の行政区域化された朝鮮社会に対し
て不満を持ち、地名だけではなく、人名においても日本式に変わる「創氏改名」6をすでに予想
しているなど、当時の日本式命名政策について朝鮮人が不満を持っていたことが窺える。
そのため、実際に朝鮮人が日本の地名をどのように読んでいたのかを調べた結果、全部50箇
所の場所名詞の中、出現頻度が3回以上に出た地名においては朝鮮漢字音で読み、書いたことが
判明された。そして、出現頻度が2回以下の地名は日本漢字語で読まれ、書かれたことが多く占
めていたことから、出現頻度数が高い場所名詞においては朝鮮漢字音で書かれ、読まれた可能性
が高く、出現頻度数が低い場所名詞においては日本漢字語で書かれ、読まれた可能性が高いと述
べられる。
なぜこのような現象が起こったのかの可能性としては、当時の言語政策と行政区域名称なども
含めより詳しく調べるべきであるが、場所名詞の中「東京」「大阪」「下関」など朝鮮人が多く居
住し、朝鮮人によく知られた地名はほとんどの場合、日本漢字語より朝鮮漢字音で読まれ、書か
6 創氏改名は、皇民化政策―朝鮮文化抹殺政策の一環として、1939年11月に発布された朝鮮総督令第19
号「朝鮮民事令中改正ノ件」の中で定められ、翌1940年2月に施行されたが、日本の家（同一戸籍の
家族集団）制度を持ち込み、その称号である氏を新たに創設し（創氏）、公用名を従来の姓名から日
本式の氏名に変更（改名）させたものである。宮田節子（1992）参照。
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れていた結果から、朝鮮人に多く呼ばれていた地名の場合、その原語が日本語であっても朝鮮式
の行政区域が浸透しており、朝鮮語で考えて使っていた可能性が高いと予想される。
在日朝鮮人も日本語を母体とする会話の中で朝鮮の地名においては朝鮮語に切り替えして使っ
ていたことから、固有名詞は帰属意識やアイデンティティーの意味を持つ語彙としても認識され、
特に地名の場合、朝鮮人によく知られ、親密の度が高い場所名詞においては朝鮮語中心の言語運
用をしていたと言える。
一方、人名においては、植民地時代には特別な状況以外は全て日本漢字語で読まれていたこと
が分かった7。なぜ場所名詞と異なる結果を見せたのかについては、当時朝鮮では日本式命名文
化の広がりと流行による社会の雰囲気を要因として挙げられる。
しかし、在日朝鮮人の場合、日本語を母体とする会話の中で朝鮮固有の親族呼称及び名称をそ
のまま朝鮮語で呼んでいたことから、人名においても帰属意識やアイデンティティーの認識が強
く作用していたと言える。
以上の結果、地名・人名の固有名詞の二重言語使用の様相は、元来は日本語の固有名詞にもか
かわらず、必ずしも日本漢字語で書かれ、読まれたとは言えず、言語的状況によって日本漢字語
と朝鮮漢字音が使い分けられていたことが分かった。場所名詞と人間名詞共に、朝鮮人によく知
られた固有名詞においては朝鮮漢字音で読まれた可能性が高く、その際は、朝鮮語のシステムの
中で考えていたと思われ、その時の朝鮮語は自分の帰属意識やアイデンティティーとも深く関連
していたと言える。
3．「－ （hada）用言化」における二重言語使用の様相
「－ （hada）」は日本語の「－する」に当たる補助動詞として、本稿で言う「－ （hada）
用言化」は以下用例の⑴と⑵のように、日本語の動詞や名詞、形容詞、副詞に朝鮮語の補助動詞
7 例えば寺内正毅総督は、1910年8月22日日韓合併が断行され、1910年10月1日朝鮮総督府が設置され
ることによって、初代総督として就任し、1916年に総督を辞任した人物である。「
－ ．」（これがあの有名な寺内総督暗殺陰謀事件－
尹致昊事件ですか）（開闢／検査局待合室／1925）の用例からも分かるように、「寺内」は朝鮮人に
よく知られた人物として考えられるが、「寺内」を朝鮮漢字音である「 」［サネ］と書いている
ことが分かる。
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「－ （hada）」が混合された形式を言う。
用例⑴ ヒネクレ （留置場はお前のようなヒネクレた警官が）
（丁榮泰「夢」『朝鮮文壇』5月号16号1926年）
用例⑵ （真面目に話をしたが）
（盧子泳「漂泊」『白潮』2号1922年）
「－ （hada）用言化」は在日朝鮮人にも見られる現象として、朝鮮語「－ （hada）」
の造語機能が大きく反映されたものと考えられる。現在韓国においても外来語の動詞や形容詞、
名詞に「－ （hada）」を用いて用言化して使うことがよくあり、「play （hada）」、「game
（hada）」、「sharp （hada）」のような用例が挙げられ、非常に生産性が高い機能語とし
て広く使われていると言える。
本章では、「－ （hada）用言化」の用例を通じて、日本語が朝鮮語の文法形態に入りどの
ような役割を果たしていたかについて考えることにする。その際には、在日朝鮮人の「－する用
言化」とも比較を行い、二重言語使用の役割と意味について考えることにする。
植民地時代に使われた「－ （hada）用言化」は、大きく「日本語用言の終止形＋－
（hada）」と「名詞類＋－ （hada）」、「その他の要素＋－ （hada）」の3つのパターンが
見られるが、逆のパターンの「－する」に朝鮮語が混合される用例は見られなかった8。
その3つのパターンを分析した結果、「－ （hada）用言化」の3つのパターンは、語根9部
分と「－ （hada）」部分に分けることができ、語根部分は、用言の終止形と名詞類のどちら
も機能的には名詞的機能を果たしていることが分かった。そして、「－ （hada）」部分は文
法的機能を果たし、朝鮮語文法体系に合せて活用していると言えるが、これは文法的機能を担う
ため置き換えられたと考えられる。つまり、語彙不足などによる意味伝達の不足を補うため日本
語を用いてはいるものの、日本語語彙は文法機能までは担当しなかったと述べられる。
一方、日本語を母体とする在日朝鮮人の発話には次のような用例が見られた10。
8 「－ （hada）用言化」に関しては拙稿（2008）を参照されたい。
9 日本語が朝鮮語の文法体系に入り、活用するものであるため、朝鮮語の文法を基準として記述を行う。
10 都恩珍（2000:30）。
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【日本語使用における引用のメカニズム】
引用される中身 ＋ 引用を包む装置
（語尾＋引用動詞）
（接続形語尾＋（引用動詞）＋
別の後続の要素）
日本語 朝鮮語
例）‘ ， …’
＜‘歌は聴くもの、踊りは見るもの…’という流行歌が始まる＞
用例⑴ あまり寒かったら すんのに今度、年寄りらがえらいし
（あまり寒かったら歩き回るのに今度、年寄りらがえらいし）
用例⑵ 昨日の汁な、ちょっと してな、お湯たして炊きなおしといたんや
（昨日の汁な、ちょっと塩辛くてな、お湯たして炊きなおしといたんや）
在日朝鮮人は日本語を母体とするため、植民地時代とは逆の用例が見られたが、在日朝鮮人1
世が言語形成期を朝鮮で過ごし、既に朝鮮語の体系が完成した年齢で来日したことから、「－す
る用言化」も「－ （hada）」と同様の機能を持つ「－する」を用いて朝鮮語のように自由に
使っていたと言え、「－ （hada）」の使用拡大とも考えられる。
さらに、「－ （hada）用言化」も「－する用言化」も母語の干渉によって主に形式を簡略
し、一律に同じ文法形態として扱う過剰一般化現象を起こしていたことは、植民地時代の朝鮮人
と在日朝鮮人1世の日本語習得は朝鮮語の構造を基にして行われていたためだと思われる。当時
の朝鮮人や在日朝鮮人1世の日本語習得は必ず正式な教育機関によって行われたとは言えず、生
活のための日本語の習得が多く、生活の中で周りからの自然習得が多いことから同じ変種を起す
傾向が多く、しかし、正式な日本語の学習経験がなくても母語の文法的認識が完成していたため、
母語の形式の混用と形態の簡略化を用いて意思伝達を豊かにし、独特な運用をしていたと述べら
れる。
このような豊かな意思伝達と簡略化した二重言語使用は、「引用文」においても同じ傾向が見
られることは興味深い現象である。
植民地時代における引用のメカニズムは次のようである。
上記のように、引用形の基本的なパターンは引用される内容部分と引用を表す形式部分に分か
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れているが、引用される内容部分には日本語が用いられ、文法的機能を果たす部分には朝鮮語が
用いられることが分かる。
郭銀心（2005）によると、このような形式は在日朝鮮人にも見られるパターンとして、日本
語を母体とした発話の場合、引用文はもとの言語である朝鮮語をそのまま引用し、引用形式を日
本語に切り替えるパターンが多く見られ、これとは逆の用例で日本語の引用文と朝鮮語の引用形
式が切り替えられるパターンはないという結論を出した。
すなわち、「－ （hada）用言化」・「－する用言化」や、「引用文」において、他言語を取
り入れる際、文法部分まで取り入れることは簡単なことではなく、困難で不便なことであった。
そのため、語彙的な部分だけ他言語、すなわち、日本語や朝鮮語を取り入れ、文法的な部分まで
取り入れることはしない傾向があったと言える。そのため、これとは逆に、引用される内容部分
に母語が用いられ、文法的な形式の部分に他言語が用いられる場合はなかったと言え、二重言語
使用においてその役割に従って日本語と朝鮮語が使い分けられていたと述べられる。
このような二重言語使用は、もとの言語をそのまま使ったり、書き写すことによって、より鮮
明に内容を伝える効果があり、さらに伝達内容が強調され、大きな効果が得られたことからも豊
かな意思伝達のための役割が大きく、生産性が高い機能語として使われていたと言える。
4．おわりに
本稿では、植民地時代の小説を資料として用いて、朝鮮語の文学テクストの中に用いられた二
重言語使用を対象とし、在日朝鮮人の二重言語使用とも比較を行い、その様相を捉え、植民地時
代にどのような言語現象が現れていたのか解明しようとした。
在日朝鮮人の二重言語使用との比較を通じてより植民地時代の二重言語使用の様相を明らかに
しようと試みたが、二つの言語を混用することは、言語能力の不足で起こる現象としてみなされ
ることもあるが、二重言語を使う要因、動機、意味などには個人レベルや言語集団の環境など様々
な社会的な背景、すなわち、領域と役割関係が存在し、その言語的状況の中で行われていたこと
が分かった。
当時の言語生活は日本語・朝鮮語混用、簡略化、非文法的な現象が多く見られ、一見誤用、も
しくは正しくない言葉のように思われるが、言語の形式というより、意思伝達やコミュニケーシ
ョンを優先した言語運営と言え、その領域においてはコミュニケーションだけではなく、自分の
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帰属意識やアイデンティティーとも深く関連性を持つものとして、言語以上の意味を持つ固有言
語として認めるべきであると思われる。
今後は、新聞や座談会などの資料を加えて、より現実的な言語状況での様々な言語現象を明ら
かにしたい。さらに、表記の問題についても、音韻体系なども含めた分析を行い、二重言語表記
における様々な言語現象についても明らかにしたいと考えている。
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